






























　ヒト円回内筋 （pronator teres: PT）と橈側手根伸筋（extensor 
carpi radialis: ECR）の間にみられる脊髄反射回路について、条件刺












































に寄与した。これらの基盤の上に彼の弟子達 Eccles, Granit らが細
胞内誘導法によるシナプス結合の明示、あるいは筋紡錘活動を調節
するガンマ運動系の機能解明に寄与した。Lloyd, Renshaw が複線
として反射学を支えた。これらの遺産をどのように生かすか、が現
在の私達に預けられた課題である。
